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□３１　梅屋敷天満宮

ﾄ.杉,iif,iの‘貳|びだ･,-jた大

熊備lllii',I｣'がf,i玄に帰属し，

1･祚.』恥･dIII｣り.た場所で，ｉ

釦I出力いた刻I陣:

が今に残･jています．付

近には胸の拵|が多く，汀．

い時代から梅屋敷と|lfぱれ親しまれていました，

□３２　御崎神社

もとはｲljllむ1'左の館鮑守

征|｣崎1Ⅲ111でしたが、l､l虎

が甲｣自･ヽ開府した|酋、館

鉛‘個EIIμlflj削111として武田

館の北のIIliII､I｣噛|輪に再勧

謳し圭レヒ，後に甲府城　』「

築城の鼎に、甲府城の乾の鉱';I｣=としてill加)現¢|ﾓ地

に移され.ILだ｡府中五に

轟

-=-

ぷ

｀_?～Ｊ゛

□３３　法泉寺

JI肘､;､g肘池駄趨lj･と

なりｔす｡武|||氏が滅んだ|艶、

京･都に送られた勝頓のljl'は妙心

.lyjに悍られ、その政治髪を秘か

にlilり受けた快岳丿闘悦和尚が持

'りi･I図、ｲ､i武の協の隣に葬りま

[｡た　甲泊りiTIII

-

甲斐善光寺

東日本最大級の木造

建築である甲斐善光

寺は、武田信玄が信

濃侵攻を行い上杉謙信と戦った､第３回川中島

合戦の後に､長野善光寺の本尊阿弥陀如来像の

他、僧侶や門前町の商人･職人に至るまでを甲

斐の板垣の里に移動させ建立したお寺です｡戦

火から仏様を守る為に避難させたと言われま

すが、実は善光寺信者の心を引きつけ、人心を

掌握する為だったようです。この時に、あまり

の重さに引きすって持ってきたといわれる梵

鐘が、本堂東の鐘楼に掛けられています。よく
貝ると、この時についた傷や、さ

皿■　=-　■　j Jj　=･ ･･-I-取れてしまった乳の跡が残っ

ています。また境内には、豊

臣秀吉の命で甲府支配の為に

来甲した加藤光泰の墓や、甲

庖動番士の墓などがあり見所

いっぱいです。

、武ｍ神社から申:で鮑１５分

１
－
轟
！
？
？
轟
轟
！
？

･･･11･･見1! j2ち

｢⊃１　聖道墓

illll｣･M印以14と、|･い伝え

られ、|お聖道さま｣と

||弔ばれて大切にされてい

IEす屋･赦がこの付近に

あったといわれ、聖営小

路が通っていたともいわ

れます｡　‾'

Ｃ２　脚湯ケ崎事跡

武|||信玄が砥j;1を楽しむ

為の東屋が建てられまし

た，現在は金比搦さんが

｣lr巳られています｡擲躍ケ

蛤に続くIりIU)峰は汀パ

|lj｣･代にIII斐ハ景のｰりに

谷げられ、名月の観官地として和歌に仁詠よれ

虻した、

Ｃ３　武田信玄火葬塚

f割･|･|駒場･で病死した信玄の遺骸

を、武ｍて十團将の･人、jで屋

IIII続の屋敷だ・たこの場所（か

Ｑては山本一助の屋敷があった

とも）に運び、秘かに火葬にし

たといわれています。庵縁塚と

り･Fばれていました。江戸時代

にこの地を発掘した所、石棺が

IIIIてきましたがまた埋め戻し、la石などを恰備したと

いいます｡以来円光院と地元の人々に｡ヒリ、仙･玄の向

日である4 J1 1 2「1に法要が行

われています。この地には「岩

窪のヤツブサウメ」と呼ぱれる

県文化則･（天然;記念物）に指定さ

れている珍しい梅の木がありま

す、

Ｃ４　長坂長閑斎屋敷跡

￥JI如〕広小銘公会堂のiFjに

　｢長版ﾉ,F衛IIIIμ=t長閑斎珊瑚:｣

の碑が佳てられています。長

坂釣(長)|某』恣はｲ,i'玄・勝頼

に仕えた名･ljで，受宕神社に

ある釣閑ｲ,Iは彼の塚ともａわ

れていｉす｡
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□１　家運院

武|｡1｣|,i｣尼の父fJ=1絢･川･り提,I｣'=

として，武||｡l家の1･,｣･-い保護

を受けたお４です武田俗

tlに,たる県眉ﾋ日4け↑田

宗限和｢｀.liltii像｣を収蔵して

いむ|乙，1,1玄｡ぶ=1111泗梅とａ

われる晦があり、山火を蕗い/こ|梅花の碑」が境内に

かりいに朗|」の仇囲腕白には、危急を知らせる警泳

がIIIIIに斜ました．

心一
貿

□２　興因寺

ヤ安時代UI」建（当初は天台

宗）の由緒を持つ、山梨を代

表する仰詞宗の寺院。後陽成

天I;乙の第八騏了良純親王が甲

斐に配流された際に滞留した

寺で、「水手の水伝説」が残

一ります。柳沢,I,'保の家老柳沢
M･－i4尋-"･yg″7｀●u凰rl'･●●|rl-'-･v･s●rl・●
iisl●f7きsltg i; 柚太夫保格夫婦・墓がありま一,ﾖ

□３　積翠寺

歴史はIII･く、行某閤創の縁起をも

ちまｰれ石水寺とも書きまＬた。

f､l虎が笛いた嬰害城の南に位I‘aし、

大永jぷ１．１･（１５２１）敲河の福島

JE成との戦いの時に、大井文人は

この寺に避難して端子太郎（I削a:

信玄）を出産しました。その時に

使-］たとい･y産湯の井戸が大切に

残されています｡

□４　長宝寺

ﾄﾞ和l翠｡1‘pllll･に｢釈迦堂｣の

｣勿名が残り、公会堂に廃か

と仙た彭洲)本尊|木

造釈迦如火坐像|(平安:

II)'文化財)が安IRされてい

ます｡付近に武田義信が住

んでいた屋蛾がありましたが，婚齢|を機に，屋敷｣慟は

周辺を匍有Ｌていた武田家家1:･C駒井高白斎に与えられ

まＬた｡IIljと建物が長宝=かに移されたといいます

　　　

駒井高白斎:

　｢I:｣-,･il71斎,i'已｣|(『11･l陽日記』)を記Ｌた。武田家の家訓で

,り:I　III冊|法JI之次第，の奏｣_･｡にも|劉わ･ｺた，信玄・

拐帽に仕えた屯臣。

□５　宝積寺

肩巾I汀|兪のへ右京恋

∩,IIﾚlヽ1111J,l,17/lj一一にﾉ�･11

;い| （１５６０バこ加）遥

JL,iしか。右京進のａ

と伝わる五輪塔が残され

ていかP｡

□６　愛宕社（宝蔵院）跡

□７　禅林院

能成か（甲府肩||）の隠

居ヤとして開創されたと

仏えられます。武旧館の

鬼門（北東）に位置して

いた為、地r-が免除され

I'1'府II'Ill｣'日影公会.･収前に

秋葉杜の祠2JIとjj封｣|,神

１拡が｣|氾られています，

付近･･潜が，武田氏時代

の愛宕11･.の杜地でした．

ていまＬた｡|袖山の竺英411尚は武1釧氏の親族でした。

□８　若宮ハ幡宮

通常ハIIII‘ijで祀られる応

神火祭ではなく、その子

である仁徳大卒を祀りて

いる4ぶから「若宮」ハ幡

宮となりました｡地元で

は氏神さんと呼ばれ親しよれてむり、かつては境

内で雨乞いの祭りが行われる･1回､ありたした

iii
□１０　武田神社

汀.戸|晴=代、松や竹が集い

､llり能れてはいたものの、

中曲軸には法性大lljllllを

｣氾る石釦|がありました.

古い絵図には正が形の石

積.みや、丹塗りの柱を持

□９　興国寺

武田が砥尊がjliびj1てい

日当μ剛註職が

ご本I唯の掛け11111を持-jて

111.の家々をl‥|り、家内安

全等を折ります｡

-lll鴉仕ての社が描かれているものt､あり、ｲ､i玄

を祀ろ人々により大切にされていたりﾖ:がわかりま

tl:|治になり、liilはλ‘､･r台の|!に移され、il/l派

た社殿が忿･られました｡



□１１　古ハ幡社

1｡｣知がLIIJII ･｣喩闇く際

ぶ||で肝I訃掴j!'IC‘､I｣ﾘ::

ｲI

－
k

･liiジ訓ﾉごいたIカを、れ､Iり】

ljl掴IIにil訓、|百中j411､F

I廿た匪政|釧I

I

心にf心.Iド5:1'られていて、

IIII21洛il:には諸役が,閲･|士られていました｡|||府城

築城に芒,i l｡｡/心|･11｣IIIJIの現在地にｊ座されましたが，

～･ﾚf,16.1Utずれているf,のの，|||｣愈にある嘔木公

/ゝ

J-ゝ
尨引‾一一にI'｣'.ハ輔とL.てそのまま現在も残されて

|川'

□１２　祇園寺（峯本院・牛頭天王社）跡

に穴即y
猫,出家瀕;,IMどljlP｣'Iとして

疫病|咄hﾉj抑であろ牛斑j

λﾄﾞ.杜がjlil!られてい走L

/:一　甲｣印池ﾄﾞ町仙,没の時

は肛I｣哺Ｌて似|||｣に

侈ざれ、現白け片足を垂らした丁迦像の珍しいお|也

蔵順とバ肘1L神が路傍で大剛二祀られています｡

□１３　大神宮(伊勢の森)跡

M･|､り)||､‘｣･代、鴎鴎ケ崎館弛‘､｣印)為に、伊勢からJ4形'。

｣'目のお伊勢の血へ大神宮が勧､II‘iされ:おＬた｡伊勢外

jμの御｢IIli･S=福山ご1が、Iぢ府中に屋敷をり･えられ、入排

宮は後に横近倒の現在地に移され、祀られてい､ます｡

残念なが･'､､現在この場所には往i:を佃ぶものはIIIH、

あり宅-|むん｡

□１４　金山神社

哨治小路の北端び)畑の申

に、小さな祠が残されて

いEfql･t入4仙｡小路

|｡りl辺に住んだ鍛冶職人達

により｣li･rjL、がっては

‐
ｌ
ｌ
ｌ

　-･ v　り〃･W嘘心ﾔW

毎年,訓」１５目の府中八幡宮（古八幡）の祭礼の|原

に緋り根,い絃上されていまし乙

□１５　永慶寺跡

I･ヤ吋)総III｣とＬて移築されたと

伝え･'jれてい,Ｈ-

４４心 -こ"｀ｌｗ

入‰､jい副I

□１６　円光院

武||li､1､I｣';･i;父1､゜i･1‾･;･7j:li､i4ja

･.I｣｀と定めた石11｣のIlli沈院

を、信玄が141刈に移しＦ

条大人の弧所とＬた･j･.‘-か

ら、火人の法tlに[llんで

改称Ｌ=Ｅ Ｌだ．か宝の哺

家11!jIII像と刀八毘沙IIII天傀ほｲi i･玄がp･|哨Iの‘｡･｣哺本尊と

Ｌて崇tliLていたものを3に1,1‘により納めたもぴ)と伝え

られています｡甲』経紀11.

□１７　大泉寺

入･永年間に，武|IH,ll茫のll｣1

でf･1lj建されました，信虎ぴ〕1‘1･i

掘削で1,ﾌﾞi玄・凶剱|ぴ〕.'.代の廟

があります｡III斐l削|彫訟ig･法

範Ｌカ.り〕-っです.，Q.f･で

ある武ITIGjjl印丿筆による｢絹

本1万色武|｣』§虚像j『1μ』文化財

】を始め，敬客くの.i化ll4が

殖されています．

□１８　甲斐惣社八幡宮

Ｖ』鉉が石411から|II府の卸びl西

に,移Ｌだ府中ハI咄を，LII府滅

尽｣辿･の･吻にﾀ,を改めて現ﾀﾞIF地

に.移LljたＬた，府中石社，

jtll咄艇

.9

a£羞ｈ』皿

　　　太子堂

□１９　華光院

県内で敬少ない肖:営宗谷院の一

･j､川､i･虎が創建Ｌた地神堂を天

文２０年（１５５１）にf､i玄が

現在地に移し、別吽かとして華

光|咬良林?j‘･とＬまＬた。境内の

太了一崇は、柳沢占’甲､が転封され

るとき、甲府城内から移した聖

徳太r一像を祀ったものとされま

す｡fjj年４」」に行われる、山伏

の火伏せの祭り「火渡り」でも

t･�｡､れています｡

□２０　ハ雲神社

武日』館の裏鬼門の地にあ

ぅた峯本院と牛頭天王が、

甲府城築城に伴って祇園

かとして愛右の地に移さ

れました、明治の神仏分離

によってハ雲神社となり、

現在に続いています。
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□２１　愛宕神社

Ｕ玄が㈲=Q国９宕山から

むμ､･j･､IS･jた昭9Ψ｣1!IIII(優

宕権)見】を、厖IIIJI､I｣'､流=i･カ

ために.｣圖a小路に勧請し、

吸宕由宇ji･l院が5jl｣当を務

λ'･lt !...だ　.jcjl-E 1 2年ぺ１５８４)、１１｣府墟の鬼IIlj

l咄ドド……ご｣'1J?|ﾓ｣一如こ『I』'･iJl､11111･こきi‘L、それにより、そ

れｌでlll･佳=奈山と1lfばれていた背後の山が愛宕山

.Iて||･Fほltl.ろようになりまL.だ、

□２２　妙遠寺

飯富源|JLI郎｢|｣｣県II｣1倣)

が|11Ly，信玄のJ,･jで小I哺

山城j,I｣りj妹である小宰抑

が肖|殉|..･た,Ｈ云わljます

I･鴎国|時=代には穴山小一に

i,･all………!:,'きjj･L，1lpjixとし

て、胴締循婬沙

門火や、加藤消Iﾄ'｡が朝鮮出兵･の|一に持ち帰、たと

されろi､簾などがあります｡

□２４　満蔵院

入水割犬１５２２）

□２３　行蔵院

本吟の武田不動改と、|li

本眼1U｣∂･)念持仏と伝わる

不但|引1ﾓ像が安I匿されて

い4ﾐｰ･j'

はＬだ近|||:に訟浅紅鮑即U流灯

満JII:畝Iａなりました｡

□２５　法華寺

ﾊﾞ１特訓出こ

剥叫二造られた.Ilj-｣分尼ｉ

のレ'jで、Ill麻植築城に

伴い現在地に移されまＬ

た、徳川将j･I･C家の祈－所

で収り、ド顛|の

紋ぴ･4虻t｣を,?|冶れました｡寺の裏に/II府城｡ﾓの堀,に

伴う1･タ4跡と♭1られる盛り士が現在も確認できます。

□２６清遠寺

武日ド.目jLI将の一人横111

備中守高咄が6U･,れたお

￥で一札加藤哨I｣ﾓを雨|Jjl‘|

j&I沈び哨IIせいし,1:こさ

ん|り……('II‘I･已りていまｰ=P

□２７　六角堂（西昌院跡）

１

した､京都||｣科の六｣仇II‘､l.IMヽら八

体の｡地蔵を迎え､六角地111･;l･･cに安

洒していましたが、大｣IF5年の

地111祭りの時に三体と咄咄(現在

のものはlijE咄)を焼火してしまい

ました｡

□２８　旧柳町大神宮跡

伊勢から穴出小路のお伊

勢の森に大神宮が勧浬さ

れました（勧|大宅l。現

在は初|）町に移され、良ら

れています｡

[ｺ２９　金幣稲荷

り[ljiji､I]1の|目地で、徳川丿家

康が天IIFIO・ 11年に

来甲したFIぷに在陣した事

を､記した碑が残、ていま

す｡に.lj'=は|II府城築城に伴

ぅて城jkの現在地に移さ

れご川冶になってｲヽj近に遊郭が作られた時に、遊女

ぴ)守り坤として稲荷が祀られました。

□３０　要法寺

武田信玄を開法、次男心

宝を開山として永禄１１

年(１５６８)、回目だっ

た肪にの病気平癒を祈順

して仰｣建されました。明

治の火災により多くの史

料を消失しましたが、残された梵鐘の銘から由緒を

j山る事ができます｡
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武田ｐ

が4樋

って力

親古に

れた昨

なり、

た頃、

た、j3

西側ぴ
梅木堀栓元に祀られる文化元年

　（１８０４）銘のある馬頭観音

西曲輪南虎口から発見された馬骨 -●

lj●

じ

武田騎馬隊は無かった！？

武田の軍隊といえば、毎年４月に行われ

る信玄公祭りの騎馬行列のように、騎馬

隊を思い浮かべる人も多いのではないで

しょうか。でも実は、武田軍に騎馬隊は

無かったという研究かあります。色ﾉﾏな

資料を調ぺても、むしろ騎馬の数は他の

戦国大名家より少なかったそうです。で

はどうしてそんなイメージか？それは長

篠の合戦に触れた織田方の文献に多く登

場したからだそうです。信長の武功を強

調する為とも言われますか、死を覚悟し

て騎馬で敵陣に向かっていった武田軍の

勇猛さか、強烈に印象づけられた所為か

もしれませんね。
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１　大手

収賄の人|｣とな、てい

る武･|目的ぴ)南側は、かつて

ほ|:剔.が繋がりていて、東

iul』にある人r一口が釦･のIE凹

となｰ-]ていました、II'1ぴ哨･j

にはいくつもの石1:4やITjR

が､i泗II.I.I:され、敵は良一⊃II‘I:ぐに入る･j･:がIIIIlkまぜんでし

た武田|時代には曲がるII･|放が51･tl程度だりたものが

、後には2(1回ほども曲がらなけれぱ･､ljlSに入れない

構造になりていました。

２　三日月堀と角馬出

発捌I闘査により、現在残る

ｲ11､1､!4Ilhの石以のﾄﾞから、武

|||氏ぴ)城の特徴と営われる

利口｣坦が痙､認されました。

これは武ll｣氏滅亡の後、新

統治者び〕権力を誇示するた

めに、か'rCの統治者の匈

徴でt､あ、た丸鳥山と一i.日

j｣｣鍼を破却し、そのﾄ.に新たなｲI'剔．(豊臣：力|ljllill､lf=代

）

を築いたためと考えられまづ

-,㎜

　。　　－
lkﾀﾞ

ｰ

４　堀と石垣

武Ll j宜|･|･の周|μ|は、ａい堀と

ぜI‘｣-11Cを配した高い士塁に叫|

ljLていｔＬた｡山1､･1に築

ｶヽれている地jll的環境から、

堀､の南半分には水が張られ

ていましたが、北側|』はや剔

とな。ていまＬた。大手入

L｣や、"tりＭヽら肖曲輪J、

渡る|:橋の両佃|』などに現在

4､｀'nl籾)石垣を確認する事

ができます｡

３　厩跡

嘔肺!,減石の申で発屋された

柱穴は，特殊な配列と占い

絵図から厩跡だ，た巾:がわ

かりました．ｲI･乖.との関連

性ぺ.･!･,1じるli&III･ﾋから，武田

･祠j｣･l亡'陥ﾉj勢力が作-.,たも

の,いIS'えられます．

５　主郭・６　宝物殿

政務が行われた東曲I陥と。当慟

の||常の居住･jMll11]があった申|||]

輪とに分かれていて、中曲輪に

は居館とUalがあ、た･乍が絵図

にも描かれています｡かりては

中火に尨li光泰が築いたとされ

る石堆があり、発掘良書の結果、

それらを裏付ける痕跡(池跡や　　崩14跡付近に祀ら

石夕･|)など】が確認されています。　jLている一肩I11

'｣拷｣のJ､I}如･は将IZ邸である花の御所(室町第)と|司

む』徊)万別J､I;鮪･であi〕、建物配III“M哺I称にも将軍邸の影

響がほられぞす｡'i.=7物廠には、仲仕に伝わる武具や絵

図・III戈書など、武Ⅲ家にま心わるtt.愈な資料が多数

屁示されています、裏手にあたる場所には毘沙門堂や

不ａ‘収がありました(非公開)。

７　井戸　　　　　　　－

館のほぼIII尖に位置する＃j

l

戸で、III'|ﾇ|にも記されてい

ます。信玄公ご使抽の井戸

とされ、今でも水が湧いて　i.一

います。

８　姫の井戸

信玄の湊11;が､蘇生の折りにi項

湯に使jlJLたことにより、

このぞIが")けられたといい

ます｡また、｢荼の湯の井

戸･｣とも､4われており、館

内で荼を点てるときにこの

井戸水を使用したと伝えら

れでい､FP｡J↑り‾iからは茶

釜などの晶々が発見されて

いて、これは勝頼が京より

の客をもてなす茶会の折り

に使･ったものといわれて

います｡現在は宝物殿に展

示されています。

心地良い音色の水琴窟

９　天守台（非公開）

通常は逞ち入り禁［ﾄで見学はできません。武田家滅亡

後に人甲した緑眼系領主によって築かれた野面積みの

石垣が残されていて、調査の結果、御殿跡の礎石が確

認､されました。甲府城完成後に破城され、石垣の南東

部コーナーの石垣が人為的に破談されています。台上

に残る、「武田法性院」と呼ばれる信玄を祀った祠は、

犬引ﾉじ年に神社北側の日影村民の手により再建された

むので、江戸時代には現在の菱和殿付近にありました。



㎜

、
　
　
　
　
　
　

レ
’
。

iわれ

騎馬

kいで

1隊は

1々な

刻也の

E。で

1は長

5く登

りを強

1悟し

ﾖ軍の

り為か

ｌ●

１
４

●

一
●

●

●

●

●

●

●

・
・

●
一
●

●

●
・
１

４

k 「

１０　堀・石垣・土檎

L郭,とljqllll輸を1,11ぶ1:援や

深い堀,が，||ほをよく残し

ていひ］

１

削

１　西曲輪

欠の長力.ila信の婚姻に剔

ご、新1､4としてj27られた

曲輪といわれていますが、

は.･｣きりとは分かりていま

せん　|ﾐ郭と'jなぐ土橋付

i.｣ｪに、絵1ﾇ｣に4､1ざえろJIりｉ

●
I!i
11

がIM9ていかj-が、現?|ﾖは水はありま･lり。、曲輪は北

にIljllか、てjjl･:々に高く３段び】デリスとな-1ていて、曲

･陥の|耐北出人【｡1に朔･形の虎口が設けられまＬた｡

１２　桝形虎口と礎石

後吐ぴﾎﾟμLにより当時の様

|'･はほぽ残りていませんが、

吟li.時代に改修された石垣

ﾄﾞ;IMに、武|日.lj'=代の門の礎

石を確認すろ4ぶができ･ます｡

その様r･から、北側の枡形

虎|｜と大体lilじ形態であったと考えられます。

１３　角馬出

ヽ|勺戊冗年の発振調査で、馬出土塁のﾄﾞから馬の骨が１

体分発見されました｡これは全国的にも珍しい慨例で

申頭を北側に、顔を西方に向けて笥に覆われていま

いしまた仔細に骨を調べた結果、良質な餌をﾘ､えら

れ、大仏こされていた嘔が分かりました。もしかした

ら、曲輪を作る際の生贅として埋められたのかもしれ

主甘ん、

Ilt　

糎

１４　梅翁曲輪

武ljl氏が滅亡し、徳JII家康

がlll斐国を治めるようにな

ってから、重|:･Eであるﾂﾞ･治

親吉によ、て新たに造成さ

れた||lj輪です｡江戸|時代に

なり、柳沢氏がIII府に人-っ

/こ牝ﾄﾞ緩家［印］組屋敷が建てられるようになりまし

た｡現在は公園・宅地化していますが、南の一郎と

西側の堀（松木堀）は良く残っています。

１５　枡形虎ロ

発斟調査で1!､5鎧の……a°lsｶ';発

見されています｡漆塗の皮

製品で、金箔が施されてい

ました。また、||||輸が作ら

れた当初は土楯から肖り直

ぐ2･μj-l』たIIljに入る､lう

にな-Jていましたが、後に一度曲がらないと入れない

構造に造り柿えられました｡凹の規模を一査したとこ

ろ、新府城の乾凹剖剔似していることから、ここから

移築Ｌた可能性1､考えられます｡整備が進められてお

り、|:晨石茸i.や心|聊段が弛所となっています。

１６　稲荷曲輪

J44敷4111とL.て｣liy)ていた石　-一一

i目の御||晦1114111を、信虎が稲

荷社ｙしてこの場所に勧油

Ｌだことから、稲荷曲I陥と

|lfばれていjtす武|日氏滅

亡後に絢]||晦神1.ﾋとして美咲

ニTLIの現在地に再植詰されました。現在は３裁のIli･･1

が残り、往時をＬのばせています｡

１７味噌曲輪・１８無名曲輪・１９御隠居曲輪

最初キ郭のみの単郭でＬた

が、恒玄時代以降に序々に

侑備・拡張されていきまＬ

た。御隠居曲輪は大井夫人

の隠居所だったと爾われて

います。現在遊歩道が整備

され、今も残る土塁の様子

を見る事ができます。

|咄咄|||輪に残る角馬出

の心仏み|賜

境内は、葉が３本ある12.菓の松」が見られ

ることでも知られています。昔から日本では、

e:饒と平安をもたらす神霊が、松を伝って地

F.に降臨すると拙じられていて、昔物語や伝

説にも登場し、神聖な木として崇めていまし

た。新年の家門に飾る角松は同じ意味で神の

降臨を願りてのことです。「三葉の松」は全

国でも珍しく、その姿から「夫婦和楽・家内

安全」を象徴して、その松葉は黄金色になっ

て落葉し、身につけると「金運」に御利益が

あるとされ、
ミ

９．_

別名「金銭松」………i,::4-;･ ･:.;･,･4,:¢ゝ4-==ij.::･,;lt4

エブズにしご≧諭絃づ

　　-J
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　　武田の家ｌｌ

武田の軍勢というと騎馬隊が有名ですが､他に

も鉄砲隊や金山衆､海賊衆など様４な技能集団

が編成されていました。

金山衆…武|||ぴ)軍111:力を友えろ匍|大|のレ'jJ生

で。金の採掘があぼられよｰ;1 ･ 111･槌の国には沢

山の金山があ･j、1･･｣鴎=にそご｡で僥jく合||｣衆の鉱

|||技術は城攻めの際に4､兪匈な役実IIを担-]てい

宅ＬたI穴を掘ろだけでたく、ト木j=M14に1､突出

Ｌだ彼らの技能は､駿河深沢城攻めや.Jlf野ｍ

城｣交めなどで造･|嫉なく発揮され､tした｡

武|刊の水1S…海無し1､い||梨｡かｰって､海に面Ｌ

だIUをfIIrに勢力を拡大Ｌ、永眠の必要性を感じた

Sj玄は､その拠点とＬて静満nl､5の清水浴に城を

･JSきＩＬた｡さらに駿il11やfJj･勿の海賊衆をスカウ

ﾄして編成したのが武Ｈ水‘ﾎﾟです。ニ目几|将の

　一人｡|･.J､μI‘衛lll｣咄･Ｍ銃のｍで､片丁=千人斬り

で有名な惣辿ｎ恒は､駿河衆を4lj銃･統率を行

っていました。彼らは勝傾の時代になり、北釜氏

り)liiいの中で大活貼｡をしました｡東京ハ王r･

lhの信松院は､信玄のhlな松岨がー政Ｌたおか

で才が､ここに木迫･の軍船模型があります。武ｍ

４が帆に才II､liかれている為に武田水軍の船と言わ

ハむPが、由緒茜から、秀占による朝鮮出兵の

|りの船だと分かり･ます｡ですが､武田水軍にも大

きな軍船|安宅船|が･荊あったと言いますから、

その模型から･II I吻の雄姿を想像してみるのもい

いかi･ILれ=1廿ﾉu､｡
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　　武脚二十・将

j､jl｣1･､i玄のｲ|能な家問･Jjを表した｢武|｣|ニー|-

|･一冰j･｣、あ､いjにも有名ですが、実は後世にII｣

j.､れたもむ･jJ･、'!11Jjj1の･七料には‥切見る･事は

でぎ､£ぜん。徳川家康が武||日日･玄を崇Iliして

いた･jl:に､よ･J、おりしもplli船軍鑑』が出さ

れ｡たij.､aわさ、て、江戸時代になると武家

のli･;jで仙I玄を神格化Ｌ、家臣団を賛する動き

ぶ強まり､ILだ。それに伴い、浮匯絵や掛け

･|･|||なども狛liかれ、武将の集|･Jj肖像画としては

ね=異な程多く残るて目剛1･図は作者や依頼者

の好み、|｣､lj1々の流行により、そのメンバーは

４々なものとなりたのです。その結果、同時

!』剔には存在Ｌない人物が描かれている事も少

なくありません。また、その人数も24人だ

･Jたり25人だ、たり。これは信玄も家臣1･!j

とI心象Ｃあるという考えから24将の一人と

訟'えた為といわれます｡

甲府市が設置

した二十四将屋

敷跡の案内板

武
田
氏
略
系
図

〃

　武田哨
　-

　ｲ,lj,りJ

　生まれ

　4.涯に

　fllf今川

　び〕後本

　1,仔|優』

武田勝

信玄の

柄に,tl

ばれる．

ろ，IU

を有L'

IIII城の

将｣とj･l｣

武田信

信虎の

出作り

ﾄﾞ.に迂

財)なと

や信玄

説もあ?

信長の、

穴山信
一

信玄の。

氏自体

治める。

う｡武圧

岐･Ilj:l

豊からj

甘利虎，

汁呑|｣氏･

格をも一

任Lて1

活躍Ｕ

於いて．

板垣個

板垣氏

柄であ

天文ll

を説得

ると､ａ

政戦と

小幡昌1
-

小出虎!

盛のご

た｡以禰

､汁七自y

れ､勝li

で暇乞tj



武田城下町関連年表

辞‾
年 西暦 事　　　柄

入水 １ II割 甲斐源氏の阻源義清か常陸田から甲斐に大田、淑JIド郷町今次による

淡竹時代初期、武田信児が石和に居館を構える

永正 16 1519 ８ １５ 阿圃ケ崎館建設開始

に 20 武川八’虎擲燭ケ綸館に入館（上部のみ、哨帽期以降拡幅）

入永 Ｉ 1521 □ ３ 九山城（積早々）内にて武田太郎（晴俗：信玄）誕.牛．

矢文 ２ 1533 沢火により擲現ケ綸館睦沢

12 1513 １ ３ 甲府に大風、武闘首鑑宅から出I火、丙び清信館類焼、駒外政武（高∩兪）屋敷に移る

リ

－ 24 萩淳彦次郎宿から出沃、駒井屋敷類焼、清信、建設途中の武田館に戻る

12 22 新館の全ての施設が竣ll、晴悟入居

北部（味噌曲輪・御隠居曲輪）建設

20 1551 義信と今川氏娘との婚姻に際し、西曲輪を建設

冗亀 ４ 1573 ４ 12 信玄、信州駒場にて病死

犬L11 ２ 1574 ８ ２ 勝頼、府中柳町宿を整備する

３ 1575 ５ 21 勝頼、三.河設楽原にて織田・徳川軍に敗れる（長篠の戦い）

９ 1581 １ 勝頼、新府城築城着手

12 24 新府城に移居、ぞの際旧館は庭の松に至るまで全て破却

10 1582 ３ ２ 高遠城落城、新府を捨て、大月の岩殿城を目指す

３ ＩＩ 勝頼、ﾛ]野の地にて自害

;4 ７ 織出信恵、一条館に入る

３ 織田悟志により、信長の為の仮御殿が擲圃ケ崎館地に建設される

織9一期、大手前に石塁及び晦翁曲輪が建設される

㈹FI末座、H]吟肺毎に本陣を置く

LO 29 家康、甲斐国を統治

目 1583 家康、北条氏との戦いの際、旧弊肺寺に再び本陣を置く

］８ 1590 ７ 1J 羽柴秀吟、甲斐国を領有する

１９ 1591 ３ 加藤光泰、甲斐国に封じられる

光泰、擲躍ケ綺館主郭内に石塁を築く、文禄元年完成

汗八時代、無人のまま放置、古城づ目府城などと呼ばれる

生水 ３ 1706 荻牛.祖株裳甲、擲鴎ケ崎館跡を訪れる

安永 ８ [779 岩窪の大鈴塚を発掘、石棺を発見、信玄顕彰の契機となる。山梨で初めての目的を持っ
た発刻調査

文化 ６ 1809 幕府の侍医渋紅斑伯が来甲、郎現ケ塙館跡を訪れる､。石垣の崩落、櫓や天守台跡、外郭

や信玄を祀る祠について記録

明治 ６ 1873 ４ ３ 機山公社殿建設規則決定（社名「武田神社」）

１３ 1880 明治天皇巡幸に伴い、信玄ゆかりの社寺調査・報告

12 １７ 武田館跡を公園として保存の計画（［司事業）

15 1882 武田神社社殿建設事務所建設、整地開始（！９年以降頓挫）

32 1899 ６ 20 望仙閣において、武田神社建設協議会開催、「武田会|設立

大匹 ４ 1915 □ 10 大正大服即位を記念し、武田信玄に従三位が追贈される

－ｂ 1916 10 19 武田神社奉理会の始動

６ 1917 １１ 25 武田神社本殿建設着手，

８ 1919 ４ 目 本殿落成、県社に列せられる

10 円20 ９ 武田神社創建（建設IJ:完八奉仕会の解散）
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並びは兄弟･親族衆･家臣団（五十音）の順､青字は甲府市

設置の屋敷跡案内板のある家臣､赤下線は白根桃源美術

館所蔵二十四将図中の人物

凡例…姓名〈官途･主な別称･号等〉［誤名］生没年月日

武||｣11舶|〈大腿大夫･機山一信玄･法性碗〉1521.11

信jMの嫡りj｡ほは大井火一人｡幼名は太郎とするのが

3－1573.4.12

一般的だが、λ永-JE年(1521)、俗虎と福島11F成との飯開11｣'原合戦の最中に

生､tれた為に哨r一代と名f･j'けられたともいう。長じて、父子関係の悪化や父の暴jaの行いを憂い､駿河への信虎追放を決意する｡

牛｡涯において釦|:i拡大に登を尽くし､積極的に防j･|･|の攻略を行った｡後年には天|ヽ'を兌掘えて西上を目論み､足掛かりとして駿

河今川への侵攻を企てた｡これにより嫡子鳶悩との不和が作｡まれ、永禄IO年〔1567〕、義信は東光４に幽閉されたまま没した｡そ

の後本格的に|-｡洛･ヽと進撃を開始、平方ケ原で徳川家康を撃退するなどその路程は||匪調に見えたが､痢を得、元亀4年(157:l)

ｲ､隋l駒場で111:を去った｡その死にあたり､後継者である勝一に､牛｡涯のライパルであ・た上杉－t､lを噸ろように遺ａしている。

武田勝頼〈四郎〉1546－1582.3.11

信玄の四少似諏訪氏の後継者として育てられた。17歳の初ｆ

柄により伊部郡代､高遠城主となったことから､伊那四郎とも呼

ばれる｡兄義信が謀叛の罪により没しか為､信玄の後継者とな

る､長篠の合戦では大敗を喫したが､武将としては優れた能力

を有していて､その前年･には父信玄をして為し得なかった高天

神城の攻略にも成功している｡寸甲陽軍鑑』中で｢強すぎる大

将|と評された｡思慮深く、物静かな大物だったという。

武|削､4廉く刑部少輔･逍－軒信鋼)1532－IU2.3.24

伺虎の石｡乱ほは大井友人｡武人・家として有名で､父但虎

|叫憧･1:1大井夫人画像(共に重要文化財)、兄信玄を不動明

|ﾓにほヽI､:てて作ったとされるj彫刻鰐不動尊〔甲φ|･|市指定文化

財〕などを残す｡容姿が兄信玄にそっくりで､川中島の合戦時

や信玄の死後に、敵を欺く為に兄の影武者になったという伝

､fμ､あな兄の死後は勝頬に仕えたが､武田家滅亡後、織田

信長の武|!|残覚狩りのーに捕らえられ､処刑された。

穴山信君く玄蕃頭･権雪斎不白)1541－15a2.12

信玄の姉削松院殿を母に､娘の見松院殿を正室にもつ。穴山

氏自体も武田の支流という名門である。甲斐削節の穴山頭を

治める。文武に秀で､和紙で小袖を作る風流人でもあったとい

う｡武田家減じ直前の2月、徳川家康に降った｡武田家名存

続･酉興を願っていたともいう､訪京中に起きた本能寺の変の

難から避れる途中、土民に襲われ没した。

口利虎泰〈備的守〉？－1548.2.14

目玉氏は、甲斐源氏の支流にあたり､武田氏の譜代家老の家

格をもつ家柄である。板垣借方と共に最高機である同職に就

任じていたとされる重臣｡借虎追放･信玄の当士擁立の際にも

活躍した∠天文□年(1548)の村上義清との上田原の合戦に

於いて､奮闘の末戦死しか。

板垣借方〈駿河守〉？－1548.2.14

板釈氏は、甲斐諒氏の支流にあたり､武田氏の譜代家老の家

柄である。甘利虎泰とともに最高職である両職を務めた重臣。

天文10年(1541)の信虎追放の際には甘利･飯富などの宿老

を説得、信玄の擁立を成功させた。翌年諏前傾重が自刃す

武田信繁(左馬助･(古)典厩〉1525－1561.9.10

信虎の三男。母は大井友人／汗途の唐名から典厩と|呼ばれ

た｡文武に優れた人物で､息子信豊に与えた99ケ粂の家訓

には､全文にわたり中国の古典が引用されている｡兄信玄を

よく支え、父の駿阿追放の際も従った｡多くの信濃攻略戦に

参加したが､永禄４年(1561)の第四次川中島合戦の際､敵

刃に倒れた｡片腕とも頼む弟の死に､信玄は深く嘆き悲しん

だという。
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ると､諏訪守加代に任じられた｡天文17年･(1548)、信玄初のゝ

1攻戦とされる上旺］原の合戦に於いて激闘の末戦死した。

小幡昌盛く豊後守･上総守）1534－1582.3.1
-

小I･;･I虎盛のT.男。『甲陽軍艦』の編著者である小幡畳憲は昌

Ｘ

-

1416μ

盛のﾓ男。初陣で敵将のi‘を落とし､感状と薙刀一振を受け1-s

た｡以後華々しい武功を重ね､恩賞として与えられた知行地は

計七百賞に及ぶという。馬の名手であ、たＪ艶年難病に冒さ

れ､勝如の新府城落ちの際には従う事が叶わず､善光寺門前

で暇乞いをした3日後、主家の滅亡を前に死去した。　　　、

一一条信龍〈右衛門太夫･惟竜〉1538？ －1582､ 3

信虎のハ馬(信実を兄とした九男説も有几信玄の異は弟。

武田の支流名門一条氏の名跡を継く≒武名高く兄信玄をよ

く助けた。長篠の合戦では右翼を担い、退却の際には勝頼

の姿が見えなくなってから陣を引いた｡伊達で華麗を好む人

物で､府中から新府へ移る時､府内家匝の家屋敷は全て滅

却されたが､俗龍だ出ま綺麗に整えたまま残していたので、

織田信恵が人甲した際には一条邸に停泊したという。

小山田信茂〈左兵衛尉〉1540－1582.3.14

平氏に繋がる名門｡郡内地方を領する｡武田信虎の妹を祖父

小山田越中守信有の妻に､信有の姉を信虎の妻にもっなど、

武田家とは親族衆として深い関係にある｡父や兄の代から外交

交渉に尽力し､信茂も勝頼の時には上杉氏との交渉役の中心

七たった。三方ケ原の合戦では先鋒隊として活躍､大勝する。

武田家蔵自後織国軍に出頭したが捕えられ､処刑された。

秋山虎緊〈伯香守〉[信友]1527－1575.10.21
-

秋山氏は甲斐源氏の支流で､武田家譜代の家柄｡19歳で

侍大将となり､諸城の城代を務めた言言玄の五女松姫と織田

貯長の嫡男信忠の結納の時､答礼名代として信長の元に赴

いた｡元亀３年(1572)の西土｡作戦の際に攻略した岩村城主

となるが､３年一後の長篠大敗後､信長軍に攻め寄せられ落

城｡妻の遠山夫人(信長の叔母)と共に傑刑となった。

小畠虎盛く山城守･日意)1491？ －15al. e.2
-
遠江国の出身｡父日浄の時に来甲し信虎に仕えた｡虎盛が

14歳の時に父が没し､翌年に家督を相続し、足軽大将に抜

擢された｡大永元年(1521)、上条河原の合戦で敵将の伯父

の首を捕り初陣を飾り、その後も戦歴を重ね多くの武勇で名

を馳せた｡永禄4年(1561)6月に病没する際、子らに｢よくみ

のほどをしれ｣と遺言したという。甲陽の7E名臣の一人。

　;i　j　！　、 ･I-.i　　S心●ご'。゛

飯富虎昌く兵部少輔)1514－151S.10.15

甲斐源氏の流れをくむ譜代家老の家柄で､信虎に反旗を翻

した事もある気骨の武人だりたという。信虎追放の際は､信

玄擁立派の中心の一人であ、た｡板垣借方とともに｢甲山の

猛虎｣と呼ぱれ、自隊兵卒の武具全てを赤く染めあげ|飯富

の赤備え｣としても知られた｡信玄の嫡子義信謀叛事件に連

准し､その責を一身に負りて自刃した。山県昌景の実兄。
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ＩレI‥‥‥'･l　!……匹||……､･i=II･1　1527－1578､a.14

石111の大白'吟存口入|弱の｣'･でｊご玄に挺いだされ近習とな

る､その後ｲ.IIﾘり|剥こ抜擢、釦｡こは海津城の城代となり、勿!年高

坂弾｣|:忠1llljｲ､iと改才Iする、笛匹次川中島合戦では､妻klll突

入ぴj指揮官とＬて活躍した｡長篠の合戦には参戦しておらず、

政jaLてくる画幅を出迎え､身形を整えさせたという。ト杉氏と

のijj{携に尽力の最中に病没｡||･|11陽一鑑}の作者といわれる｡

哨1ﾖ信綱〈源太左衛門尉〉1531－1575.5.21

頌則･｡=綱の嫡匹､信玄の貼近習六人中の一人｡武帽こ優れ、

多くの戦いに参加し､その功績から信濃武|:としては唯一20()

騎という絞大兵一刀をり･､えられた｡岩櫃城代として、ﾄ｡杉謙ｲj･南

にこ備え､父ごき後は遺領を受け継ぎ百日1郷松尾城の城tﾓと

なった］こ篠の合戦では、弟に輝と参戦。奮戦したが討死し

た､ぞの佇は家臣により、着ていた陣羽織に包まれ、真田に還

り即妙されｿこ､草所の信綱寺に血染め悶5車羽織が残されている。

汽田参綱く弾正忠･一徳斎）［幸隆］lsla－la74.5.19

ｲ､Ｍ･|･|溢野氏の出身とされ＆武田信虎に攻められ､海野棟綱

らと上野田に亡命するが､信玄の代に武田家に臣従する。智

略に優れ、難攻不落といわれた戸石城を一口にして攻略し

た、東ｲa濃、佐久地方の攻略戦で活躍し、恩賞として念願の

本猫丿地回復を果たす｡|音信の剃髪に||||じて髪を落とし、一徳

姦とlj乗った｡信一に家督を譲り､信玄の死の翌年に没した。

多田鴻頼く淡路守一三八（郎D 14慟フー1563.12

美濃国の出身］言虎一時信に仕えた甲陽の五名臣の一人｡足

軽大将に任じられた｡あらゆる戦いに参加し、目覚ましい戦功

の数々から29度も感状を得､その度受けた傷は全身27箇所

に仙及んだという｡満頼が信濃虚空蔵砦を警固していた時に、

火中:鬼を退治したという伝説の他にも、甲府市湯桁温泉にま

つわる|鬼の湯｣伝説などを持つ。づ矢巧者であった。

内浦昌秀〈修理亮〉［昌豊］？－1575.5.21

武肝家の譜代家老工藤氏の出身。元は工藤原左衛門尉と称

した。一時甲斐を離れていたが信玄の代に呼び戻され、内藤

の名跡を継いだ､｡侍大将に抜擢され､戦功を重ねて元亀元年

0570)頃には箕輪城代となる｡元亀3年の高天神城攻略戦で

は全軍の指揮を任され､大勝に導いた｡長篠の合戦に於いて

中火攻撃|隊として奮戦したが銃火を浴びて討死した。

原虎胤く美濃守･惰岸)1497－1564.1.28

下総国の出身。足軽大将となり、1､=l虎･信玄の二代に仕えた。

|伺咀の石｡名11jCの一人。38通もの感状と、53箇所の疵痕を得

ていたといい、｢鬼完濃｣の異名で知られた｡一一時武田家を離

れ､北条家に身をｉいた｡天文20年(1551)には信濃国平瀬

城|･Eを務めた｡永禄4年〔1561〕のiljケ岳城攻めの際に重傷

を負い､この年の川中島の戦いには参加できなかった。

武藤喜兵衛〈真田昌幸〉ls49－la11.a.4

貞||日･l綱の三男。有名な真田信繁([幸村]〕の父｡隋信の奥近

例としてﾀﾞ士え、才能を認められて名族武藤氏の名跡を継いだ。

初陣は第四次川中島合戦で､本陣の守りを固めた｡後に足軽

大将となるが、兄僧綱の死により､真田の名跡をつぐ｡父譲りの

智謀で勝頼を支え、上野国の平定に尽力して沼田城攻略に活

躍した。･方築城術にも優れ､新府城の縄張りも行っている。

山本織地晴幸149a－15al.9.10

一一jljJli.|出身｡片口片足が不自由だ・たという｡信玄に召し抱え

られ｡足軽大将とな・た。甲陽の玉名臣の一人｡諸国放浪して

得た豊富な知識をもって､信玄から重用されたという｡築城の名

手で､馬出しに対する重要性を説き、丸馬出しと三日月堀な

ど､武Ⅲ家独|'|の築城技術にそれが生かされている｡第四次JII

III£J合戦で進a'した作戦が失敗､敵陣に突撃し討死した。

:「｡枝,りlijく勘解|=劃左衛|｣‘｣尉)[守友]1537－1575.5.21

武11｣氏以lijからの，甲斐土yiり｡躇I族ｺﾞ｡枝氏ぴ)流れをくむ｡，

i,i玄ぴj彪近刳ﾉI,人中の一入｡数々の功名をあげ,27歳でｌ

軽大将として抜擢される。山U,I,M量はIrIlt'沁〕武勇を諧え，山

県政とj屡丿｣の占光を与えたという。‥一ｉ拾のr･柄も多く，三

方ケ原のii現いでも勇戦した。長篠の合戦の折には武田f,1‘実

と共に鳶ケ巣||｣の砦を‘,Jj≒たが，勇戦及ばず討死した。

真田畠輝〈兵部丞〉1543－1575.5.21

真田幸綱次男。信玄の小姓として仕えたが、ざ能を認められ

有力武将の師弟からなるリI｀足栄｣に抜擢された。兄をよく助

け、信濃先方衆の副将格として活躍をした。永禄１２年

(1569)の三増峠の戦いでは、兄や内藤ハ秀とともに殿軍を

努めている｡長篠の合戦では兄と典に右翼を担い､敵の昨を

捕るなど奮戦をしたが､空しく討死をした。

t･ ･1垂7g－｡｡＿

曽根昌世〈内匠助･下野守〉？－？
-

曽根氏は武田氏と同族で、甲斐源氏の流れをくか｡晴信の奥

近習の一人で､真田yl幸と並ぶ秀才であった｡足軽大将に抜

擢されたが、海戦時には様々な状況を分析する軍国寸を務め

た為､めぽしい軍功はほとんど伝わらない｡だが､長篠の合戦

の際に､戦死した浅野恰種に代わって殿軍を務め、無事引き

揚げを成功させたという｡武川家滅亡後は徳川家康に従った。

土屋昌続く右衛門尉）［昌次］IS4S－IS75.5.21
-

西郡の豪族金丸虎義の次男｡信玄の奥近習六大の･大｡第

四次川中島合戦で初陣､この時の武功から名族土屋氏の名

跡を継いだ｡武勇に優れ､21歳で侍大将に抜擢された｡信

玄の死に際し殉死を願･ｺたが高坂弾正に止められた｡長篠

の合戦では右翼を担い、単騎敵陣に乗り込んだが敵の砲火

に倒れた｡片手千人斬りで有名な惣盗汗匿は実弟。

　　ミ・　-ｌ･ 。 。亀　　　　　　　　－　　・

馬場信春く美濃守）［信房］1514？ －157S. 5.21
一
轍東石氏（武川衆）の出身｡知勇に優れ､武田譜代の板垣･内

藤･高坂と此に「武田の四臣」と呼ばれた。「･国の太守にな･っ

て1､よい」－吸を持ち､思慮深く人間|廠に溢れていたという｡天

文15年（1546）に侍大将となり､馬場の名跡を継いだ｡築城技

術や軍略を山本勘助から学んだ｡長篠の合戦では殿軍を担

い､素戦の末肘ち死にLた｡生涯身に傷‥･つ無かりたという。

麿聶邁〈隼人佑〉？－1575.5.21
-
譜代の家老原加賀守昌俊の孔自らも信玄の側近･奉行とし

て活躍し､山県昌景とともに両職となる｡戦の勝敗を左右する

ともいわれる陣立ての名手で､陣場奉行として信玄の絶対的

信頼を得ていた｡水利にも長け、|信玄堤｣工事の奉行として

力を尽くしハ8年かけて完成させた｡長篠の合戦では､陣場

奉行でありながら自ら敵陣に突撃し､戦死した。

●｀ｌ

山県昌景〈三郎右兵衛尉･飯富源四郎〉？－1575.5.21

剖代の家老飯富氏の出身｡飯京虎昌の弟｡侍大将に抜擢さ

れ､板煩･甘利の両職亡き後の｢職｣に任ぜられた｡信玄の嫡

子義信の謀叛計|!iを仙。た昌景は｢兄一人の科｣として密告、

その功により武田氏所縁の山県の姓を与えられた。同時に兄

の部隊も引き受け、｢山県の赤備え｣として部隊の装備を赤く

統一した｡長篠開戦の折､昌景ら老臣の開戦反対の進言を勝

頼らに冷笑されると｢今日こそ討死｣と言い捨てたという。

横田高松〈備中守〉1487－1550.9.

伊勢国の出身｡信虎･晴信の二代に仕え､足軽大将となる。

甲陽の五名臣の一人。智略に長け、34度もの出陣を重ね

た｡身には31を数える傷があったという｡天文19年（1550）

の戸石城攻めの際､難攻不落といわれた戸石城の攻略に失

敗し､その後８日間に及ぶ激戦になったいう。（戸石崩れ）
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「甲府略志」］の「「り･府之|貸1」を裁に作雌した、武田二十四将の屋敷配IRI昿現在、比定地には案内看板が設置されています。なj

の屋敷絵吻1はいく･っかありますが、それらは全て後世に作られたもので、比較的武田時代に近い「貞享三年絵図を複写した安政|;

図」（個人ａ）には、二十IJLI将以外の重臣・家臣の屋敷が細かく澄かれています。

主っぶ凡例

｀.|･四将屋敷地跡1ここ!姿を消した史跡㎜河川・堀（一今も残る水路）

III’い道路　○　見所

□　武田関連々杜□　その他寺t

一

1‥弘恵院2.腿因寺3.積翠寺4.長宝寺5.宝積寺ａ愛宕社跡7.祥禅院＆若宮ハ幡神社9.興国寺ｍ武田神社11.古ハ幡抑

12.祇園1↑錨13.大神宮跡琵金山神社15.永廃寺跡1a円光院17.大泉寺18.甲斐惣社八幡宮19.華光院頒.ハ言神社21.喧

22.妙遠寺23.行蔵院24.満蔵院25.法華寺26づ青運寺27.六角堂28.伊勢の森跡29.金幣神社30.要法寺31.梅屋敷天満宮

32.玄法院33.御崎刊]社34.法泉寺

01.聖道草02.擲圃ケ輸卒跡03.武田信玄火葬塚04.長坂長閑斎邸跡
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扇刎？ Ｆ 莉
t案内看板が設芦されています、なお、家臣

ﾓいＩ日章ユ年絵図を複与した安政四年の絵

］武田開運か社　□　そｏ他寺社

9.時田寺狙武田神社11.古八幡社

§宮19.華光院雅八丈仲仕21.愛宕神社

神社肌要法寺31.恂屋敷天満官

ｌ び 弓
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L/ 回 阿

Ｊ
　　「回章三年絵図を複写した安政四年の絵図」を狐に作成。「古府|

之図」と場所が違う屋敷があります。当時の史料が発見されて

　いないので、どちらが止しい図であるかは判別できません。
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